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令和6年度
TGUISS校内研究のまとめ

研究テーマ

IB教育の理念に基づく、概念的理解
を志向した教科の枠に閉じない学び
―現代的諸課題に向き合える生徒の育成―

東京学芸大学附属国際中等教育学校

研究部

校内研究の方法・目的
•  IB教育の「探究⇔行動⇔振り返り」
を活かした実践をする

• 教職員の新たな学びと適合した実践をする

• 研究グループ制度の更なる発展を目指す

校内研究の枠組み
• 同一学年異教科の研究グループ制度

• SSH第2期から継続して実施

• 概念や概念的理解を共有して、生徒が
学習を転移することを意図する。

• 異教科の教員が協働することの意義に、
「熟達した初心者」として授業開発に携わ
ることがある

研究グループ
グループ テーマ・公開研究会での実施授業・メンバー
１学年
(中学1年)

概念「ものの見方」を主軸にした教科等横断的な取り組み
公開授業１ 国語（竹取物語）
公開授業２ 国際教養（総合的な学習の時間に相当する）
メンバー：国語・理科・保体・芸術・英語・技術・養護

２学年
(中学2年)

見えない関係性を可視化する
－数値化と言語化に着目して－

メンバー：国語・理科・保体・保体・英語・英語・英語・養護
３学年
(中学3年)

生徒が主体的に学びを転移させる授業デザインと実践（関係性）
公開授業 数学（モデルに表すこと）
メンバー：国語・社会・数学・理科・保体（道徳・総合・特活）・英語

４年
(高校1年)

変化に着目して事象の振る舞いを捉えようとする生徒の育成
公開授業 SS数学A（数列）
メンバー：国語・数学・数学・理科・保体・情報

研究グループ
グループ テーマ
５学年
(高校2年)

情報を吟味し、解釈・評価できる批判的思考力の育成1（ものの見方）
公開授業 SS化学基礎（酸と塩基）
メンバー：地歴・数学・理科・保体・英語・家庭

６学年
(高校3年)

時間・場所・空間の概念を通して自分の位置を探究する
-生徒の視座を高める単元設計-

公開授業１ 世界史探究（探究主題と探究方法の設定）
公開授業２ 古典探究（古人の「知」に迫る）
メンバー：国語・地歴・地歴・数学・数学・理科

DP

(高校2年)
共通の概念に対してそれぞれの学問分野はどのように理解を深めてい
るのだろうかー「正当化」を例にー
公開授業１ DP文学 漫画の分析・解釈を通して捉える「正当化」の概念
公開授業２ DP化学 個人研究実践から捉える「正当化」の概念
メンバー：国語・国語・数学・理科・芸術・英語・英語

国際教養 国際教養のATLラベリング
メンバー：地歴・地歴・地歴・英語

校内研究の進め方

①概念の設定

②概念の共有

③単元の設計

④実施前の検討

⑤結果検証

⑥振り返り

探究

振返 行動
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校内研究の進め方

①概念の設定

②概念の共有

③単元の設計

④実施前の検討

⑤結果検証

⑥振り返り

Teamsを活用して、校内研究を進めた

探究

校内研究の進め方

①概念の設定

②概念の共有

③単元の設計

④実施前の検討

⑤結果検証

⑥振り返り

５月に実施した校内研修の資料

探究

振返

校内研究の進め方

①概念の設定

②概念の共有

③単元の設計

④実施前の検討

⑤結果検証

⑥振り返り

９月に紹介した
書籍の例

振返 行動

校内研究の進め方

①概念の設定

②概念の共有

③単元の設計

④実施前の検討

⑤結果検証

⑥振り返り

振返 行動

３学年グループ
研究紀要より
（概念の設定）

単元設計・授業開発の結果
• 「概念」の扱いは教科・科目の文脈に依存す
るので、同じ「概念」を扱っても焦点の当たり
方が異なる。「概念的理解」も同様。

• 異なっているものを扱っているよう見える。

１学年グループの研究紀要より（「ものの見方」のイメージ）

単元設計・授業開発の結果
• ①の前段階として、年間計画が重要
⇒グループで設定した概念によっては、年間
指導計画の変更が必要になる場合がある。

• ③，④は個人にかかる負担が大きい
⇒単元計画や授業開発の原案作成

• 国際教養との連携で、統合した実践も可能
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生徒の変化と評価
• 共通した概念や概念的理解を設定した単元
設計や授業実施の評価方法

• 授業中のワークシート

４学年グループ研究紀要より
（「変化」に着目した公開授業のワークシート）

生徒の変化と評価
• 共通した概念や概念的理解を設定した単元
設計や授業実施の評価方法

• 授業直後に実施したインタビュー
生徒B
世界史の方では、紛争とか技術革新とか、そういう抽象って大きい話題の
中から、その当事者とか、いろんな視点を自分たちで考えて学んでいって。
古典ではその作品の中に描かれている表現を、その現代の人の立場で見
るとか、昔の人の立場で見るっていうふうにして、どっちの教科でも、その自分
たちで立場を考えてから学んでいくっていう姿勢が大切だって分かって。でも
その抽象的なものから具体的にするために、その視点を考えるのが、自分
的には結構苦手なんですけど、そのグループディスカッションすることでその人
の意見も聞けるので、そのいい学びができたと思いました。

６学年グループ研究紀要より
（授業後の協議会で実施した生徒インタビュー）

生徒の変化と評価
• 共通した概念や概念的理解を設定した単元
設計や授業実施の評価方法

• 生徒を交えた協議会

DPグループの研究紀要より
（授業後の協議会で実施したグループワークの成果物）

生徒の変化と評価
• 共通した概念や概念的理解を設定した単元
設計や授業実施の評価方法

• 単元の振り返りにおける記述
さまざまな情報源から情報を集めて統合させることが大切だと考えました。今学期行った保健のレ
ポートでも、教科書の情報と政府からの信頼できる情報を組み合わせて、自分の意見を組み立て
ました。そうすることによって、お互いの情報が捕捉され、より完全な情報を得ることができました。
第二外国語、Global Issueで行ったレポート課題でも、さまざまな情報源からの情報を統合させて、
自分の「SNSは青年の精神に良い・悪影響を及ぼす」という主張に信憑性を持たせました。また、さ

まざまな情報源だけでなく、さまざまな視点から集めることも大事だと思いました。科学的表記のク
イズ大会により、偏った視点から情報を集めることは危険だと気づきました。しかし、SNSのアルゴリ
ズムは、ユーザーが好きな、偏った情報を提供します。SNSでの偏った情報を得てそれが全てだと

考えないように、普段からさまざまな情報源に加えてそれをさまざまな視点から得ることを意識する
ことで強い偏見に縛られることを防ぐことができると考えました。

５学年グループ研究紀要より
（授業後に実施した化学基礎の振り返り）

教員の学びと成果
• 他の教科・科目における「概念」の扱いを知る
ことにより、「概念」の多角的な理解が進んだ

• 教員の視座の高まりを実感できた。
⇒教員の学びは、生徒の学びと相似であり、
多くの生徒が視座の高まりを実感できた
と期待したい。

• 教科教育の観点を盛り込んだ成果は、
各研究グループが作成した研究紀要を参照。

教員の学びと成果
• 他の教科・科目における「概念」の扱いを知る
ことにより、「概念」の多角的な理解が進んだ

• 教員の視座の高まりを実感できた。
⇒教員の学びは、生徒の学びと相似であり、
多くの生徒が視座の高まりを実感できた
と期待したい。

• 教科教育の観点を盛り込んだ成果は、各研
究グループが作成した研究紀要を参照。

２学年グループ研究紀要より
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教員の学びと成果

６年生グループ研究紀要より
学習の転移に関する問いかけに対する生徒の回答。
概念的理解を志向した教科間連携の取り組みと、生徒の得た学びの事例

今後の展望
• 学習の転移を見取る手段として、

授業後のインタビューや協議会
評価課題や多様な活動
が候補。さらに研究する余地がある。

• ③や④での協働性を高め、研究グループの
持続可能性を高める必要がある。

• 国際教養（総合的な探究の時間等）と授業と
の関係を省察していく。

今後の展望
• 学習の転移を見取る手段として、

授業後のインタビューや協議会
評価課題や多様な活動
が候補。さらに研究する余地がある。

• ③や④での協働性を高め、研究グループの
持続可能性を高める必要がある。

• 国際教養（総合的な探究の時間等）と授業と
の関係を省察していく。

国際教養グループ研究紀要より 今後の展望
• 学習の転移を見取る手段として、

授業後のインタビューや協議会
評価課題や多様な活動
が候補。さらに研究する余地がある。

• ③や④での協働性を高め、研究グループの
持続可能性を高める必要がある。

• 国際教養（総合的な探究の時間）と授業との
関係を省察していく。する。

１年生生徒作成のポスター

まとめ
• 同一学年異教科の研究グループ制度をさら
に発展させるための示唆を得た。

• 同一学年異教科の研究グループ制度が、
教員研修としても意義があることが認められ
た。

• 概念的理解を志向した授業の取り組みの成
果は、生徒の姿に表出される。

• 国際教養（総合的な探究の時間等）の取り
組みを省察する必要性がある。
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